
　学友会報道部は東北大学公認かつ学内最大の学生メディア団体です。この広報紙「学友会」の他に、月1回、「東
北学新聞」を発行しています。学内の先生方や部・サークル、仙台市や宮城県のイベント、有名人などへ報道部員
が取材し、編集まで行っています。また、報道部員がちょっとおかしな企画に挑戦する「ネタ記事」なども掲載して
います。50年以上の長きにわたって学内のニュース発信における大きな役割を果たしており、東北大学の学生や
教職員に親しまれています。
　新聞は各キャンパスで配布している他、定期購読なども承っております。ぜひ手に取って読んでみてください。 
　新入生の皆さんの入部をお待ちしております！　報道部HP：https://ton-press.blogspot.com/ 

学友会報道部の活動を紹介します

学 友 会 カ レ ン ダ ー
　学友会では、いろいろなイベントが目白押しです。一般参加・観覧可能なイベントも多数ありますので、

学生、教職員の皆さんはもちろん、OB・OG の皆さんも是非足を運んでください！ 

13日～15日 書道部  3月展

3月

4月

5月

6月

中旬 報道部  東北大学新聞5月号発行

6日 邦楽部  第51回三曲発表会

上旬 海上運動会

中旬 北雄杯駅伝

中旬 報道部  東北大学新聞6月号発行

25日～28日 書道部  6月展

27日 交響楽部  第174回定期演奏会

27日～7/1 写真部  6月展

2/26～1日 写真部  2月展

3日 入学式

4日～25日 各種新入生歓迎イベント
・ Spring Festival

・ 新入生歓迎合同演奏会

・ 春のスポーツ大会
中旬 報道部  東北大学新聞4月号発行

           (入学式に入学お祝い号発行)

学位記授与式25日

▲ 実際に発行された新聞 ▲ 週に1 度行われる部会の様子

報道部紹介

学友会報道部が全ページを編集しています！
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本学全ての学生・教職員が会員となり、サークル活動、大学祭、新入生歓迎行事、教職員スポーツ大会などに対する支援を行っています。

この広報紙は皆さまの学友会費により作製されています。

学友会ホームページ：
トップページから「教育・学生支援」→「学友会・サークル」の順にリンクをたどってください。 学友会

■  学友会に関する問い合わせ先
TEL.０２２-７９５-３９８３川内北キャンパス  教育・学生総合支援センター東棟1階2番窓口  教育・学生支援部  学生支援課  活動支援係

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。学友会準加盟
団体「ほととぎす」所属の西川哲也です。
さて新入生の皆さんは新たに始まる大学生活に期待に胸を膨

らませていると思います。その気持ちはとても素晴らしいと思い
ます。しかし、これから大学生活を送るうえでは、浮かれた気持ち
を抑えることも大事になってきます。こう言うと語弊があるかもし
れませんが、実際僕の周りでも入学当初の浮かれた気持ちのま
ま勉強なりサークルなり部活なりと様々なことに一度に打ち込ん
だ結果、ちょっとしたことでつまづき、やる気をなくした人が何人
もいました。僕もその1人です。僕は、物理に関して誰にも負けな
いくらい勉強してきたつもりでしたが、高校とは違い、頑張っても
ゴールが見えてこない、そんなレベルの高さを目の当りにし、一
時期、物理だけではなく勉強そのものに対するやる気を失ってし
まいました。そんな時、僕の好きな言葉である「勉強は継続的に
やることが一番だ。」を思い出し、私はこの言葉のおかげで、浮か
れていた自分を落ち着かせることができました。
つまづかないことが一番ですが、もしつまづいた時は、一度立ち

止まり、自分がこれまで培ってきた原点を思い出してみてください。きっと突破口が見つかるはずです。
話は変わりますが、僕は去年の東北大学祭のミスターコンテストに出場しグランプリをいただくことができ

ました。この経験は僕が大学生活を送るうえでの大きな自信になりました。しかし、出場した動機は、面白そうだ
という軽い気持ちからでした。逆に力が抜けて力まずコンテストに臨めたことがグランプリにつながったのか
もしれません。この経験から新入生の皆さんに伝えたいことは、少しでも関心があったら考える前に行動に移
してみてほしいということです。大学生活は自分が思っているよりもずっと早く過ぎます。後悔しないために、ま
ずは行動してみてください。これは部活やサークルでも同じです。僕は、学友会準加盟団体の「ほととぎす」と
いうフットサルサークルに所属しています。その中でずっと付き合える仲間を見つけ、仲間と一つのことを成し
遂げる達成感を得ることができました。皆さんの大学生活においてもきっと大きな財産になるはずです。ぜひ
部活やサークルに参加してみてください。
　最後になりますが、新入生の皆さんにとって大学生活が充実したものになることを心から願っています。
気を張りすぎず、適度に力を抜きながら頑張ってください。応援しています。

積極的にチャレンジし、充実した大学生活を
理学部2年 学友会準加盟団体「ほととぎす」（フットサルサークル） 西川哲也

西川さんは令和元年度の大学祭で
Mr.東北大学に選ばれました。
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学友会には、数多くの体育系団体があり、日々、心と体の鍛錬を行っています。
ここでは体操部、ワンダ―フォーゲル部を紹介します。

体操部

ワンダーフォーゲル部

　学友会ワンダーフォーゲル部では、登山のみ
ならず、「沢登り」や道無き道を行く「藪漕ぎ」、サ
バイバル生活を営む「海岸歩き」の4つをメイン
としたアウトドア活動を行 っています。
　そんな私たちの活動のテーマは、「飽くなき自然
への挑戦」です。8月の夏合宿に向けた活動を中心
に、日 ト々レ ーニングや勉強会を行っています。
　活動の舞台は、日本全国に渡っていて、今年は、四
国・立山連峰・大雪山・知床半島を舞台に夏合宿を
行います。基本的にPartyという6人程度の単位で
行動するのですが、毎週、顔合わせを兼ねたミー
ティングを行い、部としての連帯感を維持すること
も大事にしています。
　立ちはだかる困難を仲間
とともに乗り越えながら、ま
だ見ぬ景色を求め、これか
らも挑戦を続けます。

　"体操"それは読んで字の如く「体を操る」
スポーツです。体操部では七大戦などの大
会で結果を残すことはもちろん、自分がやり
たい技を習得することを目指し、日々練習に
励んでいます。
　練習は週4日行っています。大学から体操
を始めるのはハードルが高いと思いがちで
すが、昨年の七大戦では男子団体戦に参加
したメンバーの6人中3人が大学から体操を
始めた部員でした。 
　人数は少ないけれど、先輩後輩間の仲も
良く、和気あいあいとした雰囲気で
活動しています。
興味がある方は練習に
来ていただくか、体操部の
Twitterアカウントに
DMをお願いします！！ 

学友会所属団体紹介 学友会に  所属する団体の活動やアピールを紹介します。
学友会には、数多くの文化系団体があり、魅力的な活動を行っています。
ここでは写真部、GO∞HIP、楽焼工芸同好会を紹介します。

　こんにちは、写真部です。
　現在写真部には60名程部員がいます。　
　主な活動としては週1回行う「定例会」と、年3回行う「写真
展」の開催です。他にも合宿や撮影会も行っています。今で
は珍しいフィルムの現像可能な設備が整っています。4月は
新歓月間として毎週イベントを行います。詳細はTwitterを
ご覧ください。 
　カメラを持っていない方には、貸出用写真機を用意してい
ますので、興味のある方はお気軽に川内サークル部室棟
107号室にお越しください。お待ちしています。

　私たちゴスペルサークルGO∞HIP は、例年、夏と冬
に単独ライブを行なっています。このライブに向けて週
2 回、水曜日と土曜日に練習を行なっています。ゴスペ
ル曲のライブといっても、ゴスペル本来の宗教音楽だけ
ではなく、バンド風のノリにいい曲も交えたライブになっ
ているので楽しく盛り上がることができます！
　また、部の雰囲気は先輩後輩関係
無くみんな楽しく活動しています！興
味のある方は、是非一度見学にいらっ
しゃってください！

写真部

GO∞HIP

楽焼工芸同好会

　私達楽焼工芸同好会は、「成形」から「焼き」までの工程をす
べて自分たちで行っている陶芸サークルです。
　決まった活動日はなく、部員たちは各々のペースで、各々が
作りたい作品を自由に作っています。
　今後は、年に一度の大学祭での陶
器市に向けて、陶器に元々興味があ
る方のみならず、あまり馴染みのな
い方にも「陶芸ってすごい」と興味
を持っていただけるような作品作り
を目指していきたいと思います。

体 育 部文 化 部


